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座間市

サーキュラーエコノミーの推

進と取組について

資料１-２



座間市のご紹介

人口：１３２，１１３
男性＝６５，６１８
女性＝６６，４９５

人口密度：７，５１９人／㎢

年齢組成；
０－１４歳＝１４，６８６

  １５－６４歳＝８２，４７１
６５歳～＝３４，４００
高齢化率＝２６．１５％

ひまわり畑と「ざまりん」 大凧まつり

令和５年６月１日現在



座間市のごみ処理の沿革

収集体制の整備 昭和３８(１９６３)年頃～
・家庭系可燃ごみ週３回収集試行 昭和６２(１９８７)年
・資源分別収集開始 平成６(１９９４)年
・収集業務の委託化検討開始 平成２０(２００８)年

・災害廃棄物収集で総合防災訓練参加 平成３０(２０１８)年
・直営収集の退職者補充（新規雇用）再開 令和元(２０１９)年
・タブレット端末を活用するＤＸ収集の実証実験 令和２(２０２０)年
・風水害での情報収集に係る実証実験 令和３(２０２１)年

分別・資源化の市民啓発強化 平成２５(２０１３)年～
・市内イベントへの出展
・塵芥収集車のラッピング
・幼児学童向け環境教育・出前講座

新たな社会的要請



協定締結へ

小田急
ＷＯＯＭＳプロジェクト

• 先進事例を提案・実施
していくプロジェクト
推進のため、パート
ナーとして、環境問題
に高いモチベーション
をもって取組める組織
が必要

市民からの
イメージ向上

組織・戦力としての
プレゼンス向上

• 現場職員発案で市マス
コットキャラクターを
パッカー車にデザイン

• 常に機材を清潔に保つ
などの意識改善あり

• 子どもに特に人気、取
材や視察なども受ける

• １日の清掃業務完了後
に、打合せ・資材作
成・実施など自主運営

• 保育園や学校をはじめ、
近隣のスポーツイベン
トやショッピングモー
ルにも出演

モチベーション
醸成

合致パッカー車ラッピング

啓発活動

キャラクター制作

パッカくん



• ＳＤＧｓの視点から、新しい価
値を提供するため、新規事業の
創出に取組んでいる

• まちづくり事業との親和性の高
いサーキュラー・エコノミーの
事業化を推進

• テクノロジーを活用し、廃棄物
事業者などが抱える課題を解決
することで、地域社会とともに
持続可能な社会の実現を目指す

協定締結へ

小田急電鉄 • 塵芥収集支援システム
によるＤＸ収集

• フードサイクルプロ
ジェクト

連携事業

• テクノロジーを活用した資源回
収の効率化などを推進し、市民
にさらなるご理解をいただきな
がら、サーキュラー・エコノ
ミーの実現に取組む

座間市
「サーキュラー・エコノミー推進に係る

連携と協力に関する協定」締結

• 令和元年６月２１日締結
• ＳＤＧｓ１２「持続可能な消費と生産

のパターンを確保する」を課題とする
• サーキュラー・エコノミーの実現に資

する活動に関すること
• 市民等の関係者に向けた環境に係る情

報発信活動に関すること



塵芥収集支援システム概要

ルートサポート

• 各ルートにおける収集状況のレポート
を分析し、ルートの最適化を検証

• 収集状況において、管理者側でルート
調整を行い、リアルタイムでルート変
更

ワークサポート

• 収集ポイントにおける作業を自動検知
し、取り忘れを防止

• 各車両の収集状況に応じた応援要請や
支援許可の依頼・受託を車両間で直接
対応

収集計画の効率的な立案 収集作業のＩＣＴ化

業務の全体的な
効率改善



塵芥収集支援システム導入の成果

令和３年度 車両の平均積載量 運搬回数

システム実装後
年度実績

＋１１．６％
１，８３４㎏→２，０４７㎏

２１３㎏ 増

－１６．３％
１１，２６６回→９，４２７回

１，８３９回 減

• 令和２年（２０２０）９月より、実証実験を開始
• 令和３年（２０２１）１月に全車両にシステムを搭載、これを活用することにより、車両の平均積載量

を引き上げ、運搬回数を大幅に削減
• 座間市は近隣３市で構成する組合で焼却施設を運用しており、市外の焼却施設まで搬入１回あたり往復

２０㎞程の距離を走行する必要があるため、積載量と運搬回数の合理化は職員の稼働率への影響大

導入前の令和元年（２０１９）との比較



• 「燃やすごみ」の収集日に、剪定枝も排出可能とする。
• 燃やすごみコースの収集車が、燃やすごみを収集しながら、剪定枝も排出されている集積所を収集職員

がタブレットで通報し、事務担当者が情報を集約する。
• 剪定枝コースの収集車が、「剪定枝あり」として報告された集積所から剪定枝を収集し、リサイクル工

場へ搬入する。

剪定枝の波状収集概要

波状収集の前提

• 業務効率化により、人員を確保
• 収集コース管理システムの活用
＝追加投資不要



• 業務のＤＸ、効率改善の効果が焼却ごみの削減にまで波及
• 最先端の機材・技術の導入、業務を改善することが、職員のモチ

ベーションに繋がり、新たな施策へ素早く対応することができる

剪定枝波状収集導入の成果

令和３年度 剪定枝リサイクル量 家庭系可燃ごみ

システム実装後
年度実績

＋４４２％
１６６ｔ→９６６ｔ

８００ｔ 増

－７．７％
２１，００８ｔ→１９，３７８ｔ

１，６３０ｔ 減

• 令和３年６月より、波状収集を開始
• 従前は、一件ごとに申し込みが必要な戸別収集
• 収集した草木類は、市内リサイクル業者へ搬入し、バイオマス燃料として再利用

導入前の令和元年（２０１９）との比較



官民連携事例紹介

WOOMS Activation
フードサイクルプロジェクト

ミックスペーパー
リサイクルプロジェクト

相手方
小田急電鉄（株）
ＷＯＯＭＳプロジェクト

ローカルフードサイクリング（株）

着手時期 令和４年７月

概要

農林水産省の農山漁村振興交付金を
活用したプロジェクト。
参加者にバッグ型コンポストと基材
を配布し、これを利用して家庭から
出る生ごみの堆肥化を体験。
さらに、出来上った堆肥は市が回収
し、市内協力農家へ提供して野菜の
栽培に活用する。収穫された作物は
プロジェクト参加者向けイベントで
頒布し、家庭で消費していただく。
以上を一連のフードサイクルとし、
これを実証する。

相手方
コアレックス信栄（株）
イオンモール座間

着手時期 令和５年１月

概要

特殊な設備を持ち、従前は焼却する
しかなかった難再生古紙（ラミネー
ト加工済み、カーボン付、油汚れが
付着など）を再生可能とする事業者
へ、イオンモール座間フードコート
から排出される紙ごみを搬入し、リ
サイクルされたトイレットペーパー
を納入する。
市の資源物収集と連携することでス
ケールメリットを導入する全国でも
初めての取組み。



座 間 市
ZAMA CITY

プロジェクト概要

Paradise has no 
border

私達（消費者）にできること

小さくても健全な食循環

(FCP)



受入・圧縮梱包・保管

2023年１月 イオンモール座間と連携し、フードコートの紙ごみを日常的にリサイクルする全国初の取組を開始

フードコートの紙ごみ

収集・運搬

納品

トイレットペーパーの製造

トイレット
ペーパーの
販売

【官民連携の取組事例】フードコートの紙ごみを資源化

【掲載メディア】
・東京新聞(2022.12.25) ・日本経済新聞（2022.12.27）
・テレビ東京 ワールドビジネスサテライト（2023.1.23）
・ウェイスト・リサーチ1月号（2023.1.25）
・月刊廃棄物２月号(2023.2.1) ・古紙ジャーナル(2023.2.27) 他多数

【事業効果】
①事業系廃棄物の削減＆事業者の廃棄物処理費用削減
②家庭系ミックスペーパーで排出できる品目の拡大による
市民サービスの向上＆歳入増

コアレックス信栄（株）（株）大久保

納品

座間市リサイクル協同組合

・食べかすや、食べ残しが混じる
・ケチャップやマヨネーズなどの油分が付着
・防水・耐水加工有
・排出量が毎日運ぶ程でなく引取業者もいない
・1~2日で、臭いが発生

リサイクルの課題

脱プラのため、2020 年から容器
やストローを紙製にしたが、そ
れにより紙ごみが増加した

脱プラ・ﾌｰﾄﾞｺｰﾄの課題

市域17.6㎦
人口13万人,6.2万世帯



塵芥収集支援
システムの導入

剪定枝
波状収集の導入

「余力」の生成

分別収集に係る
理解の向上

市民からの
イメージ向上

パッカー車
ラッピング

啓発事業

ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝ溢れる
協働相手

小田急電鉄

ﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝの増大 さらなる施策へ

最先端技術導入、
業務改善

座間市ｻｰｷｭﾗｰｴｺﾉﾐｰの推進と取組み（総括）

ＦＣＰ等
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ご清聴ありがとうございました。ご清聴ありがとうございました。
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